展示会出展に関する公募について

１．目的

当センターでは、「ENEX 2018 第42回地球環境とエネルギーの調和展」、「HVAC＆R JAPAN 2018 第40回冷凍・空調・暖房展」への出展を予定しており、各展示会において、ヒートポンプ・蓄熱システムは再生可能エネルギーを活用し、ピーク電力の削減、省エネルギーを同時に実現でき、防災機能を有するシステムであること等を広く来場者に訴求する。
２．契約条件

(1)
委託契約

(2)
採択予定件数
１件の予定とし、予算内で採択。

(3)
事業実施期間
契約締結日から平成30年3月23日まで。

(4)
成果物の納入及び支払い
業務完了に伴い成果物（業務報告書）の提出、承認をもって検収とする。
３．応募資格

次の要件を全て満たしている民間団体等とする。
(1)
「１．目的」を実施する能力を有すること。
(2)
展示会出展に関する業務委託仕様書（添付資料１）に基づき企画書を作成・提出し、　　　その内容を実施できること。
(3)
当該委託事業を円滑に遂行するために必要な経営基盤を有し、かつ、資金等について　　十分な管理能力を有していること。
(4)
当センターが本委託を推進するうえで必要とする措置を、適切に遂行できる体制を有していること。

　　

４．公募期間

　　平成29年8月10日（木）～平成29年9月28日（木）17：00
５．提出書類

委託を希望する事業者は、公募期間内に以下の書類を提出すること。

期限までに到着しなかった申請書は、いかなる理由であろうとも無効とする。また、申請書類に不備がある場合も非審査対象とする。
①申請者概要書（様式1）　
< 1 部>
②見積書（様式自由）　　　
< 1 部>

③企画書（様式自由）
< 4 部>
  ※実施体制・スケジュールも記載すること

④登記簿謄本又は印鑑証明（発行日以降３ケ月以内のもの）
< 1 部> 

⑤事業報告書及び収支決算書

< 1 部> 

⑥定款
< 1 部> 

ただし、④～⑥に関しては、過去２年間に当センターの業務を請け負ったことのある申請者は不要。

６．応募書類の提出先ならびに問い合わせ先

上記の定められた応募書類を持参し、公募の締切り日までに以下に提出すること。

【提出先ならびに問い合わせ先】

〒103-0014　東京都中央区日本橋蛎殻町1-28-5　ヒューリック蛎殻町ビル6階

一般財団法人ヒートポンプ・蓄熱センター　業務部　展示会担当　宛

ＴＥＬ：03-5643-2402　　ＦＡＸ：03-5641-4501
７．審査

(1) 審査方法

審査にあたり、必要に応じヒアリングを実施するほか、追加資料を求める場合がある。
なお、審査の経過等に関するお問い合わせには応じない。

(2) 審査の観点

提案書の審査は、下記の観点で評価する。
①事業目的

・事業の目的及び目標は明確か。

②構成内容

・本委託事業の成果は普及拡大，認知度向上に資するか。

・提案内容が的確な企画となっているか。

③事業実施体制

・本委託事業を的確に遂行する・スケジュール実施体制となっているか。

・本委託事業に係る経理事務について、的確な処理能力があるか。

④価格

(3) 委託事業者の決定方法

委託事業者は審査結果によって決定する。

８．注意事項

下記注意事項をあらかじめ了承のこと。

(1) 受理後の提案書等は返却しない。
(2) 提案書等に記載された内容については、委託契約締結の前提となるので、実現が確約されることのみ記載すること。採択を決定した後であっても、記載された内容に変更等があった場合は採択を取り消すことがある。
(3) 提案書等の作成費は経費に含まれず、選定の成否を問わず提案書等の作成費は支給しない。
９．その他

(1) 審査結果の通知

審査の結果については、後日、すべての申請者に対して通知する。
なお、審査の結果は、当センターのホームページで公表予定。

(2) 契約締結

委託先決定後、企画内容を精査の上、契約締結を行う。
なお、契約内容については契約書案（添付資料２）を参照のこと。
以　上
展示会出展に関する業務委託仕様書
Ⅰ．訴求内容

当センター出展目的および主催者側の展示会コンセプトを踏まえた訴求内容とする。

(1) ヒートポンプ・蓄熱システムのしくみ・取り巻く環境
(2) ヒートポンプ・蓄熱システムの導入メリット
(3) 導入事例の紹介
訴求にあたっては、プレゼンテーションの実施、パネル展示、当センター所有の各種模型・映像素材を使用することとし、その効果的な方法を提案すること。
Ⅱ．業務委託内容
(1) 出展展示会
	展示会名称
	主催
	日程
	会場

	ENEX 2018
	一般財団法人

省エネルギーセンター
	平成30年2月14日（水）
～16日（金） 
	東京ビッグサイト

	HVAC＆R JAPAN 2018
	一般財団法人

日本冷凍空調工業会
	平成30年2月27日（火）
～3月 2日（金）
	幕張メッセ


※出展規模
ENEX 2018…3小間（1小間＝間口3m×奥行き3m。単列小間）
HVAC＆R JAPAN 2018…3小間（1小間＝間口3m×奥行き3m。単列小間）

(2) ブースの設営・撤去

・床工事、木工工事、サイン工事、電気工事、リース備品手配、プレゼンテーション・映像用音響設備の設置・調整等

※展示会ブース運営にかかる電気代・通信代等の費用については、委託費の中に含めること。
・当センター所有の以下模型・機器等の据付・調整等。

①ヒートポンプ原理モデル（W1,200mm×D700mm×H1,900mm，約132kg）

②ヒートポンプ体験模型（W650mm×D135mm×H450mm，約10kg）

③A1パネル11枚（内5枚を新規作成。6枚は既作成品流用）

	ヒートポンプは地球温暖化防止に貢献します
	流用

	ヒートポンプは再生可能エネルギー熱利用技術
	流用

	ヒートポンプとは
	流用

	蓄熱とは
	流用

	蓄熱システムのメリット
	流用

	エコキュート
	流用

	財団事業紹介
	新規作成

	導入事例
	新規作成

	導入事例
	新規作成

	導入事例
	新規作成

	導入事例
	新規作成


　訴求効果を鑑み、パネル全数をLEDバックライトパネルにて設置することも可とする。

④映像ディスプレイ装置[60ｲﾝﾁ液晶]…プレゼンテーション・映像素材放映用

⑤映像ディスプレイ装置[22ｲﾝﾁ液晶]…②ヒートポンプ体験模型用
⑥タッチパネルディスプレイ装置[42ｲﾝﾁ液晶]×2　採用事例紹介・ホームページ閲覧用
※④・⑤・⑥は造形によりディスプレイ装置を固定すること。（固定金具あり）
※⑥はインターネット接続可能とすること。インターネット接続費用および周辺機器使用料

については、委託費に含めること。

⑦パンフレット15種類程度
　　　　・出展する2展示会のブースは流用を前提とするが、若干の仕様変更で展示会毎にイメージの違いを見せることが可能とすること。
(3) パネル製作

・A1サイズ5枚（デザイン版下作成及びパネル加工。）
(4) プレゼンテーション運営

・演出・企画から進行台本・PPT画像製作等一式
(5)アンケートの実施

・2展示会で実施。1展示会1,500人程度実施。印刷及び集計結果の解析・分析（アンケート内容については当センターより提供）

※主催者が用意するバーコードシステムを利用する。来場者データは、アンケート結果にも反映すること。

※バーコードリーダーのシステム使用料については、委託費の中に含めること。

(6) 運営管理一式

(7) 運営スタッフ

・プレゼンテーションナレーター1名

・コンパニオン3名　

※コンパニオンのコスチューム、スタッフ等の昼食等も委託費に含めること。

※当センターより説明員として3名／日、従事予定。
(8) 什器搬送・保管
・(2)①～⑦に記載の機器の梱包、搬送時の養生、運搬、撤去、保管等。

※搬送にあたっての注意事項は別途指示。
(9) ノベルティの企画・制作（※見積金額には含めないこと。）

　・当センターにふさわしいものを提案すること。

・1展示会2種類のノベルティを提供。2展示会合計で4種類（各750個、単価270円［税込］）を提案すること
(10) 実施結果報告書の作成と提出



（様式１）

展示会出展に関する業務
申請者概要書
	申　請　者
	名　　称
	

	
	代表者役職・氏名
	

	
	所在地
	〒



	担 当 責 任 者
	所属・氏名（ふりがな）
	

	
	所在地
	〒



	
	電話番号
	

	
	ＦＡＸ番号
	

	
	E－Mail
	

	申請企業・団体等概要　
	

	主 な 事 業 実 績
	


　業務委託契約書

一般財団法人ヒートポンプ・蓄熱センター（以下「甲」という）は○○○（以下「乙」という）との『展示会出展に関する委託業務』について、下記の通り、契約を締結する。

記

（業務内容・委託金等）

	第１条
	
	甲が委託し、乙が受託する業務は、別添の仕様書の通りとする。

	
	
	

	２
	
	委託金　　　金○，○○○，○○○円（消費税込）

	３
	
	委託期間　　契約締結日より平成３０年３月２３日まで


（業務完了義務）
	第２条
	
	乙は、仕様書の記載にしたがって適正に業務を遂行し、期間内にこれらを完了させるものとする。


（指示）
	第３条
	
	甲は、業務を適正、円滑かつ安全に遂行する為、仕様書に記載する主旨に沿い、乙に指示する事が出来る。


（委託業務実施責任者）

	第４条
	
	乙は、業務を実施するにあたり、乙を代表する業務実施上の責任者としての甲の承認を受けた委託業務実施責任者を置くものとする。

	
	
	

	２
	
	乙は、甲より理由を明示の上業務遂行不適当と認められた責任者については、変更について協議に応じるものとする。

	
	
	

	３
	
	責任者は、仕様書において兼務を禁ずる旨を定めた時を除き、業務実施担当者と兼務する事が出来るものとする。


（業務内容等の変更）

	第５条
	
	甲は、必要と認めたときは、業務内容及び期間の変更、又は工程の変更について乙と協議する事が出来る。

	
	
	

	２
	
	乙は、予め甲の承認を得て、工程を変更する事が出来る。


（業務の中止、打切り）

	第６条
	
	甲は、必要と認めたときは、乙と協議し、甲乙の合意の上、本契約による業務の全部または一部を中止または打切る事が出来る。

	
	
	

	２
	
	業務の中止または打切りにより、乙に損害が生じたときは、乙は甲に対し、その損害賠償を請求する事が出来るものとする。


（業務の促進）

	第７条
	
	乙は、業務の遂行に遅延のおそれがあると認めるときは、速やかにその事由を詳細に甲に報告するものとする。

	
	
	

	２
	
	乙は、甲が前項の報告その他にもとづき業務の遂行に遅延のおそれがあると認められたときは、甲の指示に従い、業務の促進のため適切な措置をとるものとする。

	
	
	　

	３
	
	前項の措置のため要した費用は、乙の負担とする。ただし、業務の遅延が乙の責任によらない事由に基づく場合はこの限りでない。


（検査等）
	第８条
	
	業務が完了したときは、乙は遅延なく完了通知書を甲に提出の上、甲の仕様書の記載に基づいて所定の検査もしくは業務完了の確認を受けるものとする｡

	
	
	

	２
	
	前項の検査もしくは確認に合格しなかったときは、乙は甲の指示に従い、その指示する日までに必要な補修を乙の費用で行ない、改めて所定の検査もしくは確認を受けるものとする。

	
	
	

	３
	
	前１項、２項の検査もしくは確認に合格したときは、乙はただちに業務の目的物を甲に引き渡すものとする。


（委託金の支払い）
	第９条
	
	委託金は第８条１項に定める検査もしくは確認を完了し、第８条３項の引渡しが完了した月の翌月の甲の所定の支払日に委託金を乙に支払うものとする。


（委託金の変更）
	第10条
	
	第５条の規定により業務内容、期間および工程を変更した場合は、委託金の変更に関して甲乙協議して定めるものとする。

	
	
	

	２
	
	第６条１項の規定により業務の中止または打切りを行なった場合は、委託金の変更に関して甲乙協議して定めるものとする。

	
	
	

	３
	
	１項の規定は、業務内容、期間もしくは工程の変更が軽微なものである場合は、これを適用しないものとする。


（所有権の帰属）
	第11条
	
	業務の成果である目的物の所有権は業務の進捗に従い、その時々の状態のまま甲に帰属するものとする。


（第三者の損害）
	第12条
	
	乙は、業務の遂行につき第三者に損害を与えたときは、自己の責任においてすべての損害を賠償するものとし、甲に一切迷惑をかけないものとする。


（契約の解除）
	第13条
	
	乙がこの契約にもとづく乙の義務の履行を怠ったとき、又はこの契約に違反したときは、甲は、この契約を解除することが出来る。

	
	
	

	２
	
	甲は、前項により甲が被った損害を乙に請求する事が出来る。


（再委託の禁止）
	第14条
	
	乙は、業務の全部もしくは重要な部分を一括して、第三者に委託しないものとする。ただし、予め甲の承認を得た場合は、この限りでない。

	
	
	

	２
	
	乙が業務の一部を第三者に依頼するときは、予めこれを甲に通知するものとする。

	
	
	

	３
	
	乙が第１項のただし書きの承認を求め、又は前項の通知をした場合は、受託者の名称、経歴および依頼した業務の部分その他、甲の指示する事項を明示するものとする。

	
	
	

	４
	
	乙は、第1項のただし書きの承認を受け、または前項の通知をした場合であっても、受託者またはそれらの被用者の行為につき、甲に対して一切の責を負うものとする。
　　　


（機密の保持）
	第15条
	
	乙は、この業務の遂行により知り得た機密を第三者に漏らさないものとする。


（契約書等に定めのない事項処理）
	第16条
	
	仕様書などに関する記載事項の解釈、重要な事項もしくは本契約、仕様書に定めのない事項については甲乙協議の上これを決定するものとする。


（合意管轄）
	第17条
	
	この契約に関する訴訟の第一管轄裁判所は、東京地方裁判所とする。


以上、本契約の証として本書２通を作成し、甲･乙記名捺印の上、各１通保有する。

平成２９年　　月　　日

　　　　　　　　　　東京都中央区日本橋蛎殼町１丁目２８番５号

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒューリック蛎殻町ビル６階

　　　　　　　甲　　　一般財団法人　ヒートポンプ・蓄熱センター

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　専務理事　北　沢　信　幸
　　　　　　　　　

　　　　　　　乙　　　
（添付資料１）





以　上





（添付資料２）








